
（別紙３）

〜 令和8年 3⽉ 31⽇

（対象者数） 22名 （回答者数） 18名

〜 令和8年 3⽉ 31⽇

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

引き続き、職員の専⾨性を⾼め、より良い⽀援へと繋げて
いく。

2

引き続き、療育に合った活動のリサーチを⾏っていく。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

今後、親⼦参加型のイベントと同時開催での保護者交流会
の開催を検討していく。

2

3

保育⼠や理学療法⼠、元⼩学校教諭など、多職種の職員が在
籍しているため、各々の専⾨性を活かした⽀援が⾏える。

それぞれの職種の視点で、⽀援⽅法を考え、⽇々の療育に取
り⼊れている。

様々な体験型の活動が豊富。 利⽤者様が様々なことにチャレンジができるよう、活動担当
の職員を中⼼に活動を考えて取り⼊れている。
（伊江島城⼭登⼭、陶芸体験、釣りなど）

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者交流会の機会が少ない。 休⽇も開所しているため、保護者様のみ集まっての開催が難
しい。また、事業所の駐⾞スペースが限られているため、会
場をお借りしての開催になってしまう。

令和7年4⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和8年5⽉15⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス果実の⽊⾼江洲教室

○保護者評価実施期間 令和7年4⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


